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民
団
の
粘
り
強
い
要
望
活
動
を
経
て
、
特
定
の
人
種
や
民
族
に
対
す
る
差
別
的
言
動
の
解
消
を
図
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
対
策
法
（
解
消
法
）」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
３
年
。
同
法
成
立
に
か
か
わ
っ
た
西
田
昌
司
（
自
民
党
）、
矢
倉
克
夫

（
公
明
党
）、
有
田
芳
生
（
立
憲
民
主
党
）、
仁
比
聡
平
（
日
本
共
産
党
）
の
４
人
の
参
議
院
議
員
が
５
月
３１
日
、
参
議

院
議
員
会
館
で
成
果
と
課
題
を
語
っ
た
。

西
田
氏
（
自
民
党
）
は
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
社
会
的
に

認
め
ら
れ
な
い
、
文
明
国
と

し
て
恥
ず
か
し
い
行
為
な
ん

だ
と
国
会
が
認
め
た
こ
と
に

意
義
が
あ
る
」
と
、
国
の
対

策
法
が
で
き
た
成
果
を
強
調

し
た
。
矢
倉
氏
（
公
明
党
）

は
川
崎
市
や
大
阪
市
が
差
別

を
あ
お
る
団
体
や
個
人
に
、

裁
判
所
が
一
定
範
囲
で
の
活

動
を
禁
じ
る
仮
処
分
決
定
を

出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
大

き
な
成
果
」
と
述
べ
た
。

参
議
院
法
務
委
員
会
は
２

０
１
６
年
３
月
、
在
日
同
胞

が
多
く
住
む
川
崎
市
川
崎
区

桜
本
を
視
察
し
た
。
仁
比
氏

（
日
本
共
産
党
）
は
「
警
察

に
守
ら
れ
な
が
ら
ヘ
イ
ト
デ

モ
が
（
こ
ち
ら
に
）
向
か
っ

て
き
た
。
人
間
の
尊
厳
を
ど

の
よ
う
に
踏
み
に
じ
る
の
か

を
き
ち
ん
と
認
識
し
た
」
と

明
ら
か
に
し
た
。
対
策
法
が

施
行
さ
れ
た
の
は
こ
の
年
の

６
月
３
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
人
間
的
、
根
源
的
な
怒
り

が
根
拠
と
な
っ
て
新
し
い
法

律
に
つ
な
が
っ
た
」
（
有
田

氏
・
立
憲
民
主
党
）

有
田
氏
に
よ
れ
ば
視
察
に

は
当
時
の
法
務
省
人
権
擁
護

局
長
も
参
加
し
、
涙
を
流
し

て
い
た
。
同
局
長
は
こ
の
衝

撃
が
き
っ
か
け
で
土
・
日
に

は
自
ら
ヘ
イ
ト
デ
モ
の
現
場

に
足
を
運
ん
だ
と
い
う
。

罰
則
の
伴
っ
た
包
括
的
な

差
別
禁
止
法
を
作
る
べ
き
か

と
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
意

見
が
分
か
れ
た
。

西
田
氏
（
自
民
党
）
は
「
日

本
人
全
体
が
ヘ
イ
ト
さ
れ
た

者
の
悲
し
み
を
知
る
べ
き

だ
。
ま
ず
は
共
通
認
識
を
持

と
う
」
と
教
育
の
重
要
性
に

言
及
。
矢
倉
氏
（
公
明
党
）

も
「
刑
罰
で
縛
れ
ば
根
絶
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
他
者
へ
の
理
解
と
寛
容

を
教
育
と
い
う
手
段
で
ど
う

や
っ
て
い
く
か
」
と
発
言
。

仁
比
氏
（
日
本
共
産
党
）

は
地
方
自
治
体
で
反
ヘ
イ
ト

に
向
け
た
取
り
組
み
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
「
国

会
で
の
議
論
を
も
う
一
度
行

う
時
期
が
来
て
い
る
か
と
思

う
」と
語
っ
た
。
有
田
氏（
立

憲
民
主
党
）
も
「
ネ
ッ
ト
上

の
人
権
被
害
に
つ
い
て
い
ま

の
法
律
で
は
限
界
が
あ
る
こ

と
は
各
党
で
一
致
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
国
会
で
新
し

い
波
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

就
任
要
件
は

緩
和
が
大
勢

東
北
・
中
国
地
協

【
山
形
】
東
北
地
方
協
議

会
（
会
長
�
金
政
郁
宮
城
本

部
団
長
）
は
５
月
３１
日
、
山

形
市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。
地

協
７
地
方
本
部
か
ら
２５
人
が

参
加
し
た
。

金
協
議
会
長
が
「
議
題
に

地
方
本
部
３
機
関
長
の
就
任

要
件
が
あ
る
が
、
東
北
は
大

半
が
過
疎
地
方
だ
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
し
っ
か
り
出
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

各
地
方
本
部
の
主
要
活
動
報

告
と
地
協
事
業
・
行
事
の
動

き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
今

年
７
月
２９
日
か
ら
２
泊
３
日

間
、
東
北
地
協
合
同
で
東
北

版
の
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

を
秋
田
県
田
沢
湖
で
開
催
す

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

地
方
本
部
３
機
関
長
就
任

要
件
の
国
籍
条
件
に
つ
い
て

撤
廃
を
要
望
す
る
内
容
の
建

議
書
を
７
県
地
方
本
部
団
長

名
と
、
東
北
地
方
協
議
会
の

連
名
で
採
択
し
た
。

【
広
島
】
中
国
地
方
協
議

会
（
会
長
�
李
英
俊
広
島
本

部
団
長
）
は
５
月
２８
日
、
民

団
広
島
本
部
会
館
に
全
５
地

方
本
部
か
ら
２２
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。
３
機
関
長
就

任
の
国
籍
要
件
に
関
し
て

は
、
開
放
す
べ
き
と
の
意
見

が
圧
倒
し
、
中
央
本
部
に
地

方
協
議
会
名
で
建
議
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

記者会見に臨む左から有田
芳生、西田昌司、矢倉克夫、
仁比聡平の４参院議員

【
４６
日
目
】
１６
日
（
静
岡

・
交
流
日
）
通
信
使
が
毎
回

立
ち
寄
っ
た
清
見
寺
を
通
信

使
研
究
家
の
小
幡
倫
裕
さ
ん

の
案
内
で
見
学
。
本
堂
に
は

第
１
回
の
通
信
使
か
ら
歴
代

の
通
信
使
が
書
き
残
し
た
詩

文
が
扁
額
に
し
て
展
示
さ
れ

て
い
る
。
小
幡
さ
ん
は
「
こ

の
数
の
多
さ
が
交
流
の
歴
史

を
物
語
る
。
１
回
だ
け
で
な

く
２
０
０
年
間
の
積
み
重
ね

が
重
要
」
と
解
説
。
そ
し
て

静
岡
県
庁
を
表
敬
訪
問
。
民

団
静
岡
県
本
部
な
ど
主
催
の

歓
迎
会
は
ウ
オ
ー
カ
ー
の
竹

野
昇
・
袋
井
市
議
が
司
会
。

李
宜
弘
団
長
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
静
岡
か
ら
参
加
の
韓
国

ウ
オ
ー
カ
ー
が
紹
介
さ
れ

た
。【

４７
日
目
】
１７
日
（
清
水

～
吉
原
３２
�
）
昨
日
見
学
し

た
清
見
寺
を
通
り
薩
埵
（
さ

っ
た
）
峠
へ
。
杖
を
借
り
て

急
な
階
段
を
上
る
と
右
下
に

穏
や
か
な
相
模
灘
が
見
え
て

く
る
。
汗
を
か
き
か
き
峠
に

出
た
が
、
富
士
山
は
残
念
な

が
ら
雲
の
中
。
夏
ミ
カ
ン
と

ビ
ワ
が
実
る
尾
根
道
を
歩
き

峠
の
駐
車
場
で
は
冷
茶
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
迎
え
て
く

れ
た
。
由
比
宿
本
陣
跡
で
は

ソ
ウ
ル
か
ら
歩
い
て
い
る
在

日
の
李
性
任
さ
ん
の
ご
主

人
、
金
泳
学
さ
ん
が
今
回
も

特
製
の
「
キ
ン
パ
」
を
差
し

入
れ
て
く
れ
た
。

【
４８
日
目
】
１８
日
（
吉
原

～
三
島
２７
�
）
相
模
灘
を
右

に
見
な
が
ら
護
岸
堤
防
を
進

む
。
左
側
の
松
並
木
の
上
に

は
今
日
も
富
士
山
の
姿
は
見

え
な
い
が
さ
わ
や
か
な
風
が

気
持
ち
い
い
。
所
々
に
「
海

抜
０
�

津
波
に
注
意
」
の

表
示
板
が
。
韓
国
ウ
オ
ー
カ

ー
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
襲

わ
れ
た
ら
怖
い
な
あ
」
と
身

を
引
き
締
め
る
。
途
中
か
ら

日
差
し
を
避
け
て
松
並
木
に

入
る
。
沼
津
市
役
所
で
は
�

重
秀
一
市
長
が
道
路
ま
で
出

て
迎
え
て
く
れ
た
。

や
っ
と
富
士
山
が

【
４９
日
目
】
１９
日
（
三
島

～
箱
根
湯
本
２８
�
）
休
憩
し

た
公
民
館
か
ら
よ
う
や
く
富

士
山
が
見
え
、
韓
国
ウ
オ
ー

カ
ー
は
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て

ニ
コ
ニ
コ
顔
。
旧
道
は
深
閑

と
し
て
高
く
そ
び
え
る
杉
並

木
が
続
く
。
「
こ
ん
な
風
景

は
韓
国
に
無
い
な
あ
」
と
初

参
加
の
韓
国
ウ
オ
ー
カ
ー
。

今
回
静
岡
か
ら
参
加
の
韓
国

ウ
オ
ー
カ
ー
が
増
え
て
日
本

隊
の
人
数
を
越
え
、
韓
国
隊

１９
人
、
日
本
隊
１６
人
と
初
め

て
逆
転
し
た
。
難
所
の
箱
根

の
峠
越
え
は
全
員
が
元
気
に

完
歩
し
た
。

【
５０
日
目
】
２０
日
（
箱
根

湯
本
～
平
塚
２８
�
）
箱
根
～

川
崎
間
の
２
日
間
を
今
回
３

日
間
に
変
更
。
ウ
オ
ー
カ
ー

の
高
齢
化
が
進
み
、
歩
行
速

度
が
落
ち
て
い
る
の
で
、
１

日
の
歩
行
距
離
を
短
く
し
て

到
着
時
間
を
早
め
る
た
め

だ
。
静
岡
か
ら
夫
人
と
共
に

参
加
し
た
韓
国
体
育
振
興
会

の
孫
明
坤
副
会
長
は
「
思
っ

て
い
た
以
上
に
感
動
的
。
日

韓
の
人
と
人
と
の
心
の
触
れ

合
い
が
い
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
す
。
昼
食
場
所
で
は

民
団
柏
支
部
か
ら
差
し
入
れ

ら
れ
た
キ
ム
チ
を
韓
国
の
女

性
ウ
オ
ー
カ
ー
が
皿
に
分
け

合
っ
て
い
た
。

最
悪
の
天
候
に

【
５１
日
目
】
２１
日
（
平
塚

～
戸
塚
２３
�
）
朝
か
ら
傘
の

骨
が
折
れ
曲
が
る
ほ
ど
の
横

殴
り
の
雨
模
様
。
ポ
ン
チ
ョ

が
飛
ば
な
い
よ
う
帽
子
に
ク

リ
ッ
プ
で
留
め
る
な
ど
の
雨

対
策
し
て
歩
き
出
す
。
今
回

の
行
程
中
、一
番
の
悪
天
候
。

昼
前
、
日
本
隊
の
女
性
ウ
オ

ー
カ
ー
２
人
が
寒
気
を
感
じ

て
歩
行
不
能
と
な
り
伴
走
車

で
ホ
テ
ル
へ
。
藤
沢
交
流
館

で
の
民
団
湘
南
支
部
の
歓
迎

会
後
、
よ
う
や
く
雨
足
も
弱

く
な
り
、
な
ん
と
か
ホ
テ
ル

に
た
ど
り
着
い
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
参
加

【
５２
日
目
】
２２
日
（
戸
塚

～
川
崎
２６
�
）
前
日
と
う
っ

て
変
っ
て
素
晴
ら
し
い
五
月

晴
れ
。
ロ
シ
ア
か
ら
参
加
の

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
さ
ん
は
念
願

の
菅
笠
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

笑
顔
で
歩
き
出
す
。
今
回
韓

国
コ
ー
ス
で
は
台
湾
か
ら
３

人
、
日
本
コ
ー
ス
で
は
ロ
シ

ア
か
ら
１
人
が
参
加
し
た

（
前
回
は
台
湾
か
ら
２
人
が

日
本
コ
ー
ス
に
参
加
）。

日
韓
と
い
う
枠
を
越
え
て

台
湾
・
ロ
シ
ア
が
参
加
し
た

こ
と
は
、
こ
の
ウ
オ
ー
ク
が

新
た
な
国
際
化
に
踏
み
出
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か

な
。
昼
食
場
所
の
公
園
で
、

民
団
神
奈
川
県
本
部
が
冷
水

と
麦
茶
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

差
し
入
れ
て
く
れ
た
。

ゴ
ー
ル
前
夜
祭
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、乾
杯
の
連
続
。

最
後
に「
ア
リ
ラ
ン
・
故
郷
」

を
手
を
繋
い
で
唄
い
合
っ

た
。【

５３
日
目
】
２３
日
（
川
崎

～
東
京
２０
�
）
た
く
さ
ん
の

１
日
ウ
オ
ー
カ
ー
が
加
わ
っ

て
ス
タ
ー
ト
。
皇
居
外
苑
、

桜
田
門
を
通
り
、
歓
迎
の
渦

の
中
を
日
比
谷
公
園
に
ゴ
ー

ル
。
抱
き
合
い
、
握
手
し
合

い
涙
を
流
し
て
自
分
た
ち
の

「
足
」
に
感
謝
し
て
い
た
。

祝
賀
会
で
は
来
賓
の
祝
辞

に
続
い
て
、
昔
の
衣
装
姿
の

正
使
役
、朴
允
熙
さ
ん
が「
政

治
の
世
界
は
政
権
が
代
わ
れ

ば
変
化
す
る
が
、
民
間
は
い

つ
で
も
同
じ
交
流
が
続
き
ま

す
。
朝
鮮
通
信
使
ウ
オ
ー
ク

が
民
間
交
流
に
果
た
し
て
い

る
役
割
の
大
き
さ
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

そ
し
て
宣
相
圭
・
韓
国
隊

長
は
「
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
通
信
使
へ
の
韓
国
人
の

関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
韓

日
に
台
湾
、
ロ
シ
ア
が
加
わ

り
、
朝
鮮
通
信
使
の
道
を
平

和
の
道
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
第

７
次
の
ソ
ウ
ル
～
東
京
の
全

コ
ー
ス
参
加
者
は
日
本
隊
１０

人
、
韓
国
隊
６
人
、
総
参
加

者
数
は
最
多
の
３
７
９
２

人
。

（
文
・
写
真

朝
鮮
通
信
使

友
情
ウ
オ
ー
ク
の
会

金
井

三
喜
雄
）（
終
わ
り
）

ゴール前夜祭では再会を約し「アリラン・故
郷」を合唱

南
官
杓
駐
日
大
使
の
歓
迎

会
が
５
月
２９
日
、
民
団
中
央

本
部
が
主
催
し
て
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た（
写
真
）。

首
都
圏
の
民
団
や
傘
下
団

体
、
韓
人
会
な
ど
か
ら
２
０

０
余
人
の
幹
部
ら
が
、
新
任

大
使
の
前
途
を
祝
し
た
。

呂
健
二
団
長
は
「
韓
日
関

係
の
悪
化
は
私
た
ち
在
日
同

胞
に
と
っ
て
生
活
に
直
結
す

る
死
活
問
題
だ
。
外
交
官
４０

年
と
い
う
経
験
を
持
つ
南
大

使
が
、
現
在
の
両
国
の
状
況

を
友
好
親
善
ム
ー
ド
に
転
換

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

南
大
使
は
「
韓
日
関
係
が

困
難
な
時
期
に
赴
任
し
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。
両

国
間
の
こ
の
よ
う
な
状
況
は

決
し
て
望
ま
し
く
な
い
。
何

よ
り
も
最
も
困
難
に
直
面
し

て
い
る
の
が
在
日
同
胞
の
皆

さ
ん
。
１
日
も
早
く
打
開
で

き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
す

気
持
ち
だ
」
と
約
束
し
た
。

ま
た
、
「
韓
日
関
係
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
は
韓
国
政

府
も
確
固
と
し
た
立
場
を
持

っ
て
い
る
。
過
去
史
問
題
に

つ
い
て
は
最
大
限
冷
静
に
対

応
し
、
両
国
の
友
好
・
協
力

関
係
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
と
い
う
の
が
韓
国
政

府
の
基
本
的
立
場
だ
が
、
現

実
は
そ
う
い
か
ず
、
非
常
に

残
念
に
思
っ
て
い
る
」
と
付

け
加
え
た
。

一
方
で
、
在
日
同
胞
の
多

様
化
を
は
じ
め
、
法
的
地
位

向
上
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根

絶
な
ど
、
在
日
同
胞
社
会
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も

「
大
使
と
し
て
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
悩
み
、
同
胞
社
会
が

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
」
と
同

胞
と
の
積
極
的
な
対
話
に
意

欲
を
見
せ
た
。

近
畿
で
も
歓
迎
会

【
大
阪
】
６
日
に
は
、
民

団
近
畿
地
方
協
議
会
（
協
議

会
長
�
呉
龍
浩
民
団
大
阪
本

部
団
長
）
主
催
に
よ
る
南
大

使
の
歓
迎
会
が
大
阪
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
呉
泰
奎

駐
大
阪
韓
国
総
領
事
は
じ

め
、
２
府
４
県
の
民
団
と
傘

下
団
体
の
幹
部
ら
９０
人
が
参

加
し
た
。

神戸市が反差別条例
神戸市議会は５日、ヘイトスピーチを抑止す

るための「条例案」を全会一致で可決した。議
会主導による条例は全国初。民団兵庫本部の地
道な要望活動が実った。 （３面）

初夏の韓国旅への誘い
初夏に向けて韓国

旅行を計画している
方に必見。全州、江
原道、全羅南道地方
の伝統やグルメなど
特長を生かしたお勧
めスポットを紹介する。 （４面）

韓国中央会館で行わ
れた顕忠日追念式

ゴ
ー
ル
を
祝
し
て
記
念
撮
影

【
大
分
】
在
日
本
大
韓
民

国
婦
人
会
（
朴
善
岳
中
央
本

部
会
長
）
の
２
０
１
９
年
度

大
研
修
会
が
４
日
の
「
九
州

・
四
国
・
中
国
地
協
」
か
ら

始
ま
っ
た
（
写
真
）
。
大
分

県
別
府
市
で
開
か
れ
た
同
地

協
の
大
研
修
会
に
は
９
地
方

本
部
の
幹
部
ら
約
１
５
０
人

が
参
加
し
た
。
開
会
式
に
は

開
催
地
の
民
団
大
分
本
部
の

呉
成
秀
団
長
を
は
じ
め
、
民

団
中
央
本
部
の
呉
英
義
副
団

長
、
九
州
地
区
の
民
団
団
長

に
孫
鍾
植
駐
福
岡
総
領
事
、

白
眞
勲
参
院
議
員
、
河
野
成

司
大
分
県
議
会
議
員
ら
が
激

励
に
駆
け
つ
け
た
。

創
立
７０
周
年
を
迎
え
る
今

年
は
テ
ー
マ
を
「
歴
史
を
未

来
に
受
け
継
ぐ
セ
ミ
ナ
ー
」

と
題
し
た
。開
会
に
当
た
り
、

朴
会
長
は
「
私
た
ち
は
在
日

１
世
の
懸
命
に
生
き
る
背
中

を
見
て
育
っ
た
。
『
１
０
０

歳
時
代
』
を
生
き
る
私
た
ち

は
、
清
く
美
し
く
輝
く
力
を

婦
人
会
活
動
で
持
続
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

呉
英
義
副
団
長
は
「
婦
人

会
の
活
発
な
地
方
は
民
団
も

元
気
が
良
い
よ
う
。
こ
れ
か

ら
も
助
け
合
い
、
在
日
同
胞

の
未
来
の
た
め
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
激
励
し
た
。

中
央
本
部
事
務
局
か
ら
東

京
五
輪
後
援
募
金
の
提
議
が

な
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

翌
日
の
講
義
は
世
宗
研
究

所
の
陳
昌
洙
所
長
、
リ
ン
パ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
中
内

郁
子
氏
、
「
詩
人
尹
東
柱
を

記
念
す
る
立
教
の
会
」
の
楊

原
泰
子
代
表
の
３
氏
。

大
研
修
は
こ
の
後
７
月
５

日
ま
で
、
東
北
、
近
畿
、
関

東
、
中
北
の
順
に
全
国
６
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

第
６４
回
迎
え
た

顕
忠
日
追
念
式

第
６４
回
顕
忠
日
追
念
式
が

６
日
、
港
区
の
韓
国
中
央
会

館
で
営
ま
れ
、
戦
没
者
遺
家

族
、
民
団
と
傘
下
団
体
幹
部

ら
１
６
０
人
が
参
列
し
た
。

在
日
学
徒
義
勇
軍
の
犠
牲
者

１
３
５
人
を
慰
霊
す
る
中
央

会
館
前
の
「
忠
魂
碑
」
に
呂

健
二
団
長
と
南
官
杓
駐
日
大

使
が
代
表
献
花
を
行
っ
た
。

呂
団
長
は
献
花
後
の
追
念

辞
で
「
私
た
ち
は
北
韓
が
早

期
に
核
を
完
全
に
廃
棄
し
、

韓
半
島
に
明
る
い
未
来
が
訪

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

民
団
７３
年
の
歩
み
は
自
由
民

主
主
義
と
平
和
統
一
に
寄
与

し
て
き
た
歴
史
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
在
日
同
胞
の
安
全

と
生
活
を
守
り
、
韓
日
友
好

の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
」

と
決
意
を
示
し
た
。

南
大
使
は
「
今
、
私
た
ち

が
享
受
し
て
い
る
自
由
と
平

和
、
民
主
主
義
の
繁
栄
は
、

殉
国
先
烈
の
犠
牲
の
上
に
築

か
れ
た
も
の
だ
。
そ
の
愛
国

心
へ
の
感
謝
の
意
を
心
に
刻

み
韓
国
を
よ
り
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
今
一
度
誓
う
」

と
述
べ
た
。

駐
日
大
使
館
の
金
成
學
国

防
武
官
や
崔
暎
培
総
領
事
、

民
団
東
京
本
部
の
李
壽
源
団

長
を
は
じ
め
、
参
列
者
一
同

が
献
花
し
、
式
典
は
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
た
。

【
茨
城
】
第
２
３
８
期
在

日
同
胞
リ
ー
ダ
ー
育
成
ス
ク

ー
ル
（
組
織
学
院
）
茨
城
教

室
が
同
県
鉾
田
市
で
開
か
れ

た
。
茨
城
で
は
初
開
催
で
金

桂
一
茨
城
本
部
団
長
を
学
生

長
に
茨
城
と
栃
木
、
群
馬
か

ら
２１
人
が
受
講
し
、
１
泊
２

日
の
規
定
課
程
を
受
け
た
２０

人
が
修
了
し
た
（
写
真
）。

講
義
は
民
団
中
央
本
部
の

鄭
夢
周
副
団
長
の
「
同
胞
社

会
と
民
団
の
歴
史
・
役
割
」

「
宣
言
・
綱
領
」
な
ど
。

分
任
討
議
で
は
「
私
が
組

織
の
ト
ッ
プ
な
ら
○
○
を
実

践
す
る
か
？
」
を
メ
ー
ン
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
。

第
１
班
（
研
究
長
�
孫
弘

一
茨
城
本
部
副
団
長
）は「
団

員
増
と
定
着
を
図
る
」と
し
、

�１
若
い
社
会
人
を
対
象
に
し

た
交
流
行
事
企
画
�２
子
育
て

世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
�３

本
部
・
支
部
・
婦
人
会
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
同
胞
宅
の

戸
別
訪
問
な
ど
を
掲
げ
た
。

第
２
班
（
研
究
長
�
張
仙

鶴
茨
城
本
部
常
任
顧
問
）
は

「
韓
日
親
善
、
同
胞
の
生
活

基
盤
向
上
」
な
ど
を
掲
げ
、

新
定
住
同
胞
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
環
境
作
り
を
図
る
こ

と
な
ど
を
ま
と
め
た
。

世世
界界
遺遺
産産
のの
道道
をを
歩歩
くく

ソ
ウ
ル
�
東
京

２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

５３
日
完
走
、抱
き
合
う

茨城で初の組織学院

３県２０人が修了

差
別
解
消
へ
確
か
な
成
果

ヘ
イ
ト
ス
ピ
�
チ
対
策
法
施
行
３
年

超党派４議員が
記者会見で語る

�
韓
日
打
開
へ
全
力
�

�
新
し
い
波
�起
こ
せ
る
か

婦
人
会
大
研
修
始
ま
る

ま
ず
九
州
・
四
国
・
中
国
地
協

民団主催歓迎宴
南新大使が決意

（毎週水曜日発行）週 刊２０１９年６月１２日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

（５月１６～２３日）

清水～東京

〈５〉

第２９３１号（１）

今号の読みどころ
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◆Ｕ２０Ｗ杯で韓国が３６年ぶり４強

サッカーのＵ２０ワールドカップ

（Ｗ杯）ポーランド大会の準々決勝

が９日（日本時間）行われ、韓国は

３―３からのＰＫ戦の末にセネガル

との死闘を制し、ベスト４入りを果

たした�写真。韓国の４強入りは１９

８３年大会以来、３６年ぶり。１―２で

迎えた後半ロスタイムに劇的な同点

ゴールを決め、延長戦では先にゴー

ルしたものの、終了間際に同点ゴー

ルを許し、ＰＫ戦で３―２で勝利し

た。

◆ＪＴＢＣが２６～３２年五輪放映権獲得

韓国のテレビ放

送局ＪＴＢＣがこ

のほど、２０２６年～

３２年夏季・冬季五

輪の韓国中継権

（放映権）を獲得

した。６月４日に

国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）

との間で調印式を行った�写真。Ｊ

ＴＢＣは２８年ロサンゼルス五輪、２６

年と３０年の冬季五輪、３２年の夏季五

輪をはじめ、同期間に開催されるユ

ース五輪のすべてのメディア関連の

権利を持つことになる。

◆ソウル市がタクシー呼出アプリ

ソウル市が６月１日から、乗客が

空車を指定して呼び出せる公共の乗

車アプリ「Ｓ―Ｔａｘｙ」サービス

の運営を開始した。ソウル市の全タ

クシー約７万２０００台が対象。利用者

は目的地を表示しない状態で、周辺

１㌔以内の空車を検索して好きなタ

クシーを呼び出せる。

◆夏季休暇先の人気１位は済州島

就職ポータルサイト「ジョブコリ

ア」と宿泊アプリ「ヤノルジャ」が

共同で成人男女２３７３人を対象に今年

の夏休みのトレンドについて調査し

た結果、済州島（３７．８％）が国内の

休暇地１位に選ばれた。２位は江原

道（２２．９％）、３位は釜山・蔚山・

慶南（１２．５％）。夏休みを国内で過

ごすと答えた割合は８１．８％、海外で

過ごす計画と答えた割合は１８．２％だ

った。

◆ペコちゃん日焼け止めが人気

韓国コスメブランド「Ｈｏｌｉｋ

ａ Ｈｏｌｉｋａ」とペコちゃんの

コラボコスメ「スイート・ペコ・エ

ディション」の日焼

け止めが話題だ�写

真。バームタイプの

「ウォーターメロン

・アイスサンスティ

ック」（２万�）は

スイカ成分配合で肌

鎮静や水分補給効果

がある。「マイルド・サンクッショ

ン」（１万６９００�）は、トマト、ス

イカ、オレンジなど果物６種成分を

配合し、肌の保護や鎮静効果がある。

いずれも子どもも使える低刺激タイ

プ。

◆「２０１９ソウル国際図書展」を開催

国内最大の本の祭典「２０１９ソウル

国際図書展」が６月１９日から２３日ま

で、三成洞のＣＯＥＸで開かれる。

テーマは「出現」。同展では、出版

界の動向や問題だけでなく、難民・

多文化家族、言論出版の自由などの

社会的イシューを扱う予定。入場料

は一般５０００�、学生３０００�だが、ホ

ームページで事前登録すれば無料。

大
学
で
の
選
択
授
業
項

目
、第
２
外
国
語
と
し
て「
韓

国
語
」
の
ニ
ー
ズ
が
静
か
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

第
２
外
国
語
（
学
科
も
含

む
）
と
し
て
「
韓
国
語
」
を

設
置
す
る
大
学
は
２
０
０
２

年
当
時
で
国
立
５８
、公
立
３０
、

私
立
２
３
４
の
合
わ
せ
て
３

２
２
校
だ
っ
た
。
こ
れ
が
１４

年
に
な
る
と
国
立
６４
、
公
立

５０
、
私
立
３
６
０
の
４
７
４

校
と
１３
・
７
％
の
増
加
ぶ
り
。

調
査
に
あ
た
っ
た
李
恵
正

さ
ん
（
帝
京
大
学
外
国
語
学

部
「
コ
リ
ア
語
コ
ー
ス
」
講

師
）
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド

イ
ツ
語
の
ニ
ー
ズ
が
減
少
し

て
い
る
。
そ
の
間
隙
を
中
国

語
を
含
む
ア
ジ
ア
の
言
語
が

埋
め
て
い
る
」
と
示
し
た
。

李
さ
ん
が
同
大
学
で
韓
国

語
を
学
ぶ
２
０
７
人
の
学
生

に
今
春
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
学
習
に
至
っ

た
き
っ
か
け
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

と
韓
国
文
化
へ
の
関
心
が
半

数
以
上
と
い
う
。「
旅
行
」、

「
趣
味
」
と
い
っ
た
動
機
は

１５
・
４
％
に
し
か
す
ぎ
な
か

っ
た
。

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
韓
国
ド
ラ

マ
好
き
の
学
生
に
は
や
は
り

魅
力
的
な
言
語
だ
っ
た
よ
う

だ
。
０４
年
放
映
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
を
機

に
始
ま
っ
た
韓
流
は
一
時
、

衰
退
し
た
が
、
い
ま
は
第
３

次
の
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
東
京
・
新

宿
の
「
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」

新
大
久
保
を
訪
れ
て
い
る
の

も
好
奇
心
旺
盛
な
こ
う
し
た

世
代
だ
。

ネ
ッ
ト
上
に
は
「
授
業
内

に
て
韓
国
で
話
題
と
な
っ
て

い
る
記
事
を
読
ん
だ
り
し

て
、
韓
国
の
社
会
情
勢
や
文

化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
語
彙
が
増
え
て

く
る
と
、
自
分
の
好
き
な
Ｋ

―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
曲
の
意
味
が
分

か
っ
て
き
た
り
し
て
楽
し
か

っ
た
で
す
」
（
同
志
社
大
学

商
学
部
３
年
生
／
女
性
）
と

い
う
声
も
見
ら
れ
た
。

千
葉
県
東
金
市
に
本
部
を

置
く
私
立
城
西
国
際
大
学
で

は
４
月
か
ら
国
際
文
化
学
科

に
「
韓
国
語
コ
ー
ス
」
を
新

設
し
た
。

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震

災
か
ら
９６
年
。
公
的
資
料
に

記
載
さ
れ
た
当
時
の
軍
隊
に

よ
る
虐
殺
地
を
中
心
に
訪
ね

る
市
民
団
体
主
催
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
１
日
、
東
京

都
内
で
あ
っ
た
。
在
日
同
胞

を
含
む
約
４０
人
が
参
加
し

た
。出

発
地
は
東
京
の
は
ず
れ

に
あ
る
今
井
橋
。
江
戸
川
区

と
千
葉
県
市
川
市
を
結
ぶ
旧

江
戸
川
に
か
か
る
。
９
月
２

日
か
ら
４
日
に
か
け
て
千
葉

県
習
志
野
か
ら
出
動
し
た
騎

兵
第
１５
連
隊
が
少
な
く
と
も

３
件
８
人
の
同
胞
を
殺
害
し

た
現
場
だ
。

資
料
で
は
千
葉
県
南
行
徳

村
が
現
場
だ
が
、
実
は
東
京

都
内
だ
っ
た
。
「
騒
ぎ
立
て

た
た
め
、
極
め
て
危
険
だ
っ

た
」
と
い
う
軍
側
の
記
録
も

事
実
に
反
す
る
。
実
は
後
ろ

手
に
縛
っ
て
の
一
方
的
な
虐

殺
だ
っ
た
こ
と
が
民
間
の
証

言
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
日
の
案
内
と
解
説
を

務
め
た
西
崎
雅
夫
さ
ん
（
一

般
社
団
法
人
ほ
う
せ
ん
か
理

事
）
は
「
軍
隊
は
平
気
で
う

そ
を
つ
く
。
軍
の
記
録
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
民
間
の

証
言
で
裏
付
け
ら
れ
た
。
お

そ
ら
く
自
ら
目
撃
し
た
事
実

を
記
録
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

江
東
区
大
島
８
丁
目
、
東

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建
っ

て
い
る
場
所
は
「
集
団
虐
殺

の
現
場
」と
な
っ
た
と
こ
ろ
。

こ
こ
で
死
体
を
焼
い
て
処
分

し
た
の
だ
。
公
的
記
録
に
よ

れ
ば
犠
牲
者
は
２
０
０
人
。

民
間
証
言
に
よ
れ
ば
３
０
０

人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
中
国
人
も
多
く

含
ま
れ
て
い
た
。

一
行
は
最
後
に
永
代
橋
に

た
ど
り
着
い
た
。
こ
こ
で
は

３２
人
を
連
行
し
、
川
に
飛
び

込
ん
だ
１７
人
を
実
弾
１７
発
で

殺
し
た
と
さ
れ
る
。
実
際
は

処
刑
し
た
よ
う
だ
。
残
り
は

殴
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
童

画
家
・
河
目
悌
二
が
自
ら
目

撃
し
て
現
場
を
ス
ケ
ッ
チ
し

て
い
る
。
参
加
者
は
隅
田
川

を
前
に
全
員
で
追
悼
の
「
ア

リ
ラ
ン
」
を
斉
唱
し
た
。

童
画
家
・
河
目
悌
二
の
作
品
と
さ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
を
示
し

て
永
代
橋
で
の
虐
殺
に
つ
い
て
語
る
西
崎
雅
夫
さ
ん

テコンドの練習に励む長田高校の生徒たち

【
兵
庫
】
神
戸
韓
国
教
育

院
（
宋
賢
美
院
長
）
は
５
月

３０
日
、
兵
庫
県
立
長
田
高
等

学
校
（
神
戸
市
長
田
区
）
で

テ
コ
ン
ド
の
体
験
教
室
を
行

っ
た
。
今
年
で
２
回
目
。
昨

年
は
同
校
の
コ
リ
ア
ン
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
が
同
教
育
院

を
訪
れ
て
テ
コ
ン
ド
を
体
験

し
た
が
、
今
年
は
空
手
部
も

参
加
し
た
。

生
徒
た
ち
は
世
界
テ
コ
ン

ド
連
盟
国
際
審
判
員
で
、
公

認
７
段
の
李
光
浩
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
た
。
空
手
部
の
井
村

鈴
さ
ん
（
３
年
）
は
「
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。
教
わ
っ

た
こ
と
を
空
手
の
練
習
に
取

り
入
れ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
つ

け
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

テ
コ
ン
ド
は
２
０
０
０
年

の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

か
ら
正
式
種
目
と
な
り
、
全

世
界
２
０
０
カ
国
、
約
７
０

０
０
万
人
に
愛
さ
れ
る
韓
国

の
伝
統
武
芸
。宋
院
長
は「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
交
流
が
深
ま
り
、

韓
国
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

男
子
高
校
生
が

迫
熱
の
騎
馬
戦

京
都
国
際「
体
育
祭
」

【
京
都
】
京
都
国
際
学
園

（
李
隆
男
理
事
長
、
朴
慶
洙

校
長
）
の
第
７３
回
体
育
祭
が

５
月
２７
日
、
同
学
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

大
会
長
の
朴
校
長
が
「
今

日
は
お
互
い
尊
重
し
あ
い
、

楽
し
ん
で
喜
び
あ
う
体
育
祭

に
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
民
団

京
都
本
部
の
金
政
弘
団
長
も

「
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
」
と
大
声

で
激
励
し
た
。

男
子
高
校
生
に
よ
る
騎
馬

戦
で
は
赤
、
白
の
各
８
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
運
動
場
を
走

り
回
り
、
相
手
方
の
帽
子
を

取
り
合
っ
た
。
保
護
者
席
か

ら
は
声
援
が
飛
ん
だ
。

大
縄
跳
び
や
綱
引
き
で

は
、
婦
人
会
京
都
本
部
の
金

和
子
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
員
ら
２５
人
が
「
頑
張
れ
」

と
大
声
で
応
援
し
た
。

赤
、
白
各
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
帽
子
を
取
り
合
い

青
年
会
員
を
対
象
と
し
た

「
ル
ー
ツ
を
知
る
旅

故
郷

訪
問
２
０
１
９
」
の
募
集
が

始
ま
っ
た
。

日
程
は
９
月
２０
日
か
ら
の

３
泊
４
日
間
。
ソ
ウ
ル
に
入

国
し
、
２
～
３
日
目
は
グ
ル

ー
プ
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本
籍

地
を
訪
ね
る
。
参
加
費
は
３

万
円
。
定
員
１
２
０
人
。
締

め
切
り
は
７
月
２６
日
。

問
い
合
わ
せ
先
は
青
年
会

中
央
本
部
（
０
３
・
３
４
５

３
・
０
８
８
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

３
・
３
４
５
３
・
２
３
２

６
）。

旭
川
―
仁
川
間
に

大
韓
航
空
便
就
航

１０
月
２６
日
ま
で

北
海
道
旭
川
と
仁
川
間
に

１
日
、
大
韓
航
空（
Ｋ
Ａ
Ｌ
）

便
が
就
航
し
た
。
運
航
は
１０

月
２６
日
ま
で
の
月
・
水
・
木

・
金
・
土
の
週
５
便
。
仁
川

か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
グ

ア
ム
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の

各
空
港
に
も
連
絡
し
て
い

る
。
Ｋ
Ｅ
７
３
０
便
�
旭
川

１３
時
４０
分
発
、
仁
川
１７
時
５

分
着
（
た
だ
し
、
土
曜
日
は

旭
川
１２
時
１５
分
発
、
仁
川
着

１５
時
４０
分
着
）
。
Ｋ
Ｅ
７
２

９
便
�
仁
川
８
時
２０
分
発
、

旭
川
１１
時
１５
分
着
。

エ
ア
プ
サ
ン
社
は

北
九
州
―
大
邱
に

毎
日
１
便
運
航
中

北
九
州
と
大
邱
間
に
は
５

日
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
傘
下
の

格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

エ
ア
プ
サ
ン
が
就
航
し
た
。

運
航
は
毎
日
１
便
。
北
九
州

８
時
３０
分
発
、
大
邱
９
時
３５

分
着
（
月
・
火
・
金
）
、
北

九
州
９
時
発
、
大
邱
１０
時
着

（
水
・
木
・
土
・
日
）
。
大

邱
発
６
時
４０
分
、
北
九
州
着

７
時
４０
分
（
毎
日
）。

改
元
フ
ィ
ー
バ
ー

新
聞
記
者
と
語
る

民
団
鳥
取「
在
日
講
座
」

【
鳥
取
】
民
団
鳥
取
本
部

（
黄
龍
也
団
長
）
の
「
在
日

講
座
」
が
１
日
、
同
本
部
で

あ
っ
た
。

第
１
部
で
は
同
本
部
の
薛

幸
夫
常
任
顧
問
が
、
改
元
フ

ィ
ー
バ
ー
祝
祭
に
沸
い
た
日

本
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
、

鳥
取
支
局
に
勤
務
す
る
若
手

記
者
と
語
り
合
っ
た
。
薛
常

任
顧
問
が
日
本
近
現
代
史
研

究
者
の
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
氏

が
分
析
し
た
世
界
中
の
象
徴

君
主
制
、
そ
し
て
日
本
の
象

徴
天
皇
制
と
の
比
較
な
ど
を

引
用
し
な
が
ら
、
日
本
に
お

け
る
根
強
い
天
皇
制
民
主
主

義
と
韓
国
国
民
が
持
つ
天
皇

観
に
つ
い
て
語
っ
た
の
に
対

し
、
記
者
は
柔
軟
な
視
座
で

応
じ
た
。

第
２
部
は
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺

と
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
の
び
た

人
々
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
ラ
マ
「
ホ
テ
ル
・
ル
ワ
ン

ダ
」
を
鑑
賞
し
た
。

◆
訂
正

５
月
２９
日
号
１

面
、
「
友
情
ウ
オ
ー
ク
ゴ
ー

ル
」
の
記
事
中
、
「
川
越
唐

人
揃
い
が
…
」と
あ
る
の
は
、

「
民
団
大
田
支
部
も
農
楽
隊

を
構
成
し
壮
快
な
演
奏
で
華

を
ゴ
ー
ル
に
添
え
た
」
に
訂

正
し
ま
す
。

毎
年
５
月
に
な
る
と
岐
阜
県
大
垣

市
で
は
、
大
垣
祭
が
開
催
さ
れ
る
。

美
濃
路
を
朝
鮮
通
信
使
の
行
列
が
通

り
過
ぎ
る
様
子
を
模
し
て
、
１
６
４

８
年
（
慶
安
元
年
）
に
竹
嶋
町
の
人

た
ち
が
、
八
幡
神
社
の
祭
礼
に
「
朝

鮮
山
車
（
だ
し
）
」
を
繰
り
出
し
た

の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

資
料
で
は
「
朝
鮮
王
山
車
・
唐
人

行
列
」
と
か
、
朝
鮮
通
信
使
が
全
昌

寺
に
宿
泊
し
た
こ
と
を
由
来
し
て

「
全
昌
寺
練
物
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
練
物
の
屋
台

に
飾
り
立
て
た
大
将
官
人
形
の
朝
鮮

衣
装
は
、
京
都
西
陣
の
織
物
と
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
風
景
が
一
風

変
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
異
国
の

「
曳
山
（
ひ
き
や
ま
）
行
列
」
と
し

て
話
題
に
な
っ
た
。

し
か
し
明
治
維
新
後
、
廃
仏
毀
釈

運
動
の
一
環
と
し
て
、
神
道
に
関
係

の
な
い
祭
り
は
排
斥
さ
れ
た
。
竹
嶋

町
の
人
た
ち
は
、
必
死
に
朝
鮮
山
車

を
残
そ
う
と
「
朝
鮮
王
竹
島
町
」
の

幟
（
の
ぼ
り
）
を
「
猿
田
彦
大
神
」

に
変
え
た
り
し
た
が
、
朝
鮮
山
車
は

１
８
７
４
年
に
姿
を
消
し
た
。
現
在

の
高
嶋
町
の
山
車
は
「
朝
鮮
山
車
」

か
ら
「
榊
車
山
（
さ
か
き
や
ま
）
」

に
引
き
継
が
れ
た
。

大
垣
市
の
歴
史
学
者
・
山
田
春
美

さ
ん
が
市
の
文
化
財
を
調
べ
て
い
た

と
き
、
山
車
倉
庫
の
屋
根
裏
に
眠
っ

て
い
た
衣
装
箱
の
中
か
ら
「
朝
鮮
山

車
」
に
関
連
し
た
品
々
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
と
き
１
０
０
年
も
の
間
、

ず
う
っ
と
眠
っ
て
い
た
遺
物
が
蘇
っ

た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
服
は
２
点
。
金
襴
の
幾
何
学

紋
様
に
朝
鮮
民
画
か
ら
影
響
を
受
け

た
で
あ
ろ
う
文
具
模
様
。
も
う
ひ
と

つ
は
伝
説
の
生
き
も
の
な
ど
を
配
し

た
物
。
両
方
と
も
刺
繍
が
施
さ
れ
て

い
た
。祭
事
衣
装
以
外
に
も
綿
の
靴
、

冠
、笛
な
ど
も
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。

大
垣
市
郷
土
館
に
は
、
そ
れ
ら
の

品
々
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
特
に
朝

鮮
王
の
国
使
を
模
し
た
大
将
官
人
形

の
頭
部
、
そ
し
て
両
脇
に
は
「
朝
鮮

王
」
と
「
猿
田
彦
大
神
」
の
幟
な
ど

が
、
来
館
者
の
目
に
止
ま
る
。

大
垣
市
十
六
町
の
人
馬
を
提
供
す

る
問
屋
場
で
は
、
朝
鮮
通
信
使
に
親

し
み
を
感
じ
「
豊
年
踊
り
」
を
催
し

た
。さ
さ
や
か
な
手
作
り
の
行
列
は
、

朝
鮮
服
の
ラ
イ
ン
を
演
出
す
る
た
め

野
の
花
を
衣
装
に
貼
り
つ
け
た
。
楽

器
は
竹
で
朝
鮮
笛
や
ラ
ッ
パ
を
真
似

て
こ
し
ら
え
た
。
し
か
し
当
時
を
受

け
つ
ぐ
祭
り
は
１
９
６
２
年
（
昭
和

３６
年
）
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
家
康
の
三
回
忌
か
ら
始

ま
っ
た
名
古
屋
東
照
宮
の
祭
礼
。
こ

こ
で
も
唐
人
風
の
衣
装
で
の
行
列
で

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
唐
子
車
は
名

古
屋
祭
り
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

世
界
記
憶
遺
産
に
候
補
に
な
っ
て

か
ら
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
行
列
は
よ

り
拡
散
さ
れ
、
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
に

も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈２７〉美
濃
路
を
通
り
過
ぎ
る
様
子
を
模
し
て
始
ま
っ
た
「
朝
鮮
山
車
」、
現
在
は
「
榊
車
山
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

倉庫の屋根裏に眠っていた「朝鮮山車」の関連品

ＳＢＪ銀行調べ
（６月１１日現在）

１万円

１１２，４７６
ウォン

１０５，９２４
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１０，８３８
ウォン

１０７，５６２
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

「朝鮮山車」の伝統引き継ぐ大垣祭

藤本巧（写真作家）

岐
阜
県
大
垣
市

�
韓
国
語
�人
気
じ
わ
り

全
国
４
７
４
大
学
で
設
置
２０１４年現在

０２年対比１３．７％増加
Ｋ―ＰＯＰも追い風に
帝京大学 李恵正講師が調査

関東大震災

惨
劇
を
五
感
で
追
体
験

東
京

軍
隊
に
よ
る
加
害
現
場

格
安

ル
�
ツ
探
し
の
旅

青
年
会

「
故
郷
訪
問
」参
加
者
募
る

�
韓
国
文
化
に
関
心
を
�

長
田
高
校
で
出
張
テ
コ
ン
ド
教
室

神戸教育院

（２）２０１９年６月１２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９３１号
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【
福
岡
】
一
般
社
団
法
人

在
日
韓
国
商
工
会
議
所
（
朴

義
淳
会
長
）
の
第
５７
期
定
期

総
会
が
５
月
２４
日
、
福
岡
市

内
の
会
場
で
開
か
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
民
団
中
央

本
部
の
鄭
夢
周
副
団
長
、
民

団
福
岡
本
部
の
李
義
明
副
団

長
、
青
年
会
中
央
本
部
の
鄭

昇
栄
会
長
、
在
日
韓
国
青
年

商
工
人
連
合
会
の
姜
光
黙
会

長
、
神
奈
川
韓
国
青
年
商
工

会
の
李
寿
浩
会
長
、
福
岡
納

税
経
友
会
小
倉
支
部
の
朴
幸

太
郎
会
長
、
韓
国
福
岡
Ｊ
Ｃ

特
友
会
の
安
浩
二
会
長
、
韓

国
福
岡
Ｊ
Ｃ
の
櫻
井
宏
樹
会

長
ら
が
参
席
し
た
。

福
岡
で
の
開
催
に
と
も
な

い
、
福
岡
・
九
州
地
域
の
青

商
、
Ｊ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る

実
業
人
３０
人
余
り
も
参
加

し
、
全
国
の
韓
商
会
員
を
含

め
総
勢
１
０
０
人
が
参
席
し

た
。福

岡
で
の
総
会
開
催
に
つ

い
て
、
朴
義
淳
会
長
は
「
地

方
韓
商
が
一
箇
所
で
も
多
く

増
え
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域

の
経
済
人
だ
け
で
な
く
、
全

国
の
経
済
人
の
メ
リ
ッ
ト
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
特

に
福
岡
は
在
日
同
胞
の
方
も

多
く
、
韓
国
と
の
交
流
も
盛

ん
。
こ
の
地
域
に
韓
商
が
な

い
の
は
、
我
々
韓
商
連
、
全

国
の
韓
国
系
経
済
人
に
と
っ

て
も
大
き
な
損
失
と
考
え
て

い
る
。民
団
福
岡
を
中
心
に
、

福
岡
経
友
会
、
青
商
、
福
岡

Ｊ
Ｃ
特
友
会
、
福
岡
Ｊ
Ｃ
の

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
福
岡

韓
商
の
設
立
を
期
待
し
て
い

る
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

定
期
総
会
は
正
会
員
１
４

９
人
中
、
１
３
２
人
（
委
任

状
含
む
）
が
出
席
。
活
動
報

告
と
決
算
報
告
に
続
い
て
事

業
計
画
案
、
予
算
案
が
承
認

・
可
決
さ
れ
た
。
予
算
案
の

中
で
は
、
地
方
韓
商
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
負
担
金
を
減
額
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
、
出
席
し

た
地
方
韓
商
会
員
か
ら
は
歓

迎
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

当
日
は
定
期
総
会
前
に
コ

リ
ア
・
レ
ポ
ー
ト
編
集
長
の

辺
真
一
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
韓
日
関
係
と
南
北
関
係
を

め
ぐ
る
在
日
の
役
割
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。

福岡韓商の設立を期待すると述べる韓商連の朴義淳会長

【
兵
庫
】
神
戸
市
議
会
は
５
日
、
「
神
戸
市
外
国
人
に
対
す
る
差
別
の
解
消
と
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
条
例
案
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
施
行
は
来

春
。
公
明
、
共
産
、
こ
う
べ
市
民
連
合
、
新
社
会
の
４
会
派
な
ど
３６
人
に
よ
る
議
員

提
案
だ
っ
た
。
ヘ
イ
ト
行
為
を
抑
止
す
る
た
め
の
議
会
主
導
に
よ
る
条
例
は
全
国
初

と
さ
れ
る
。

条
例
は
外
国
人
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
に
と
ど

ま
ら
ず
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
」

を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
市
に
相
談
体
制
の
拡

充
と
異
な
る
生
活
習
慣
や
文

化
の
違
い
を
理
解
し
、
尊
重

す
る
多
文
化
共
生
教
育
、
お

よ
び
人
権
啓
発
を
求
め
た
。

神
戸
は
１
８
６
８
年
の
開

港
以
来
、
世
界
に
開
か
れ
た

都
市
と
し
て
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
諸
外
国
か
ら
来
訪
し

て
き
た
人
々
が
共
に
街
を
つ

く
り
、
独
自
の
多
文
化
共
生

の
生
活
文
化
を
生
み
出
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
社
会
風
土

か
ら
し
て
、
議
案
の
提
出
は

必
然
だ
っ
た
よ
う
だ
。

条
例
制
定
へ
の
動
き
は
、

民
団
兵
庫
本
部
（
車
得
龍
団

長
、
当
時
）
が
１４
年
、
公
明

党
兵
庫
本
部
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
禁
止
法
の
制
定
や
地

方
議
会
で
の
意
見
書
採
択
な

ど
の
政
策
要
望
を
行
っ
た
の

が
始
ま
り
。
政
策
要
望
を
受

け
た
赤
羽
か
ず
よ
し
代
表

（
当
時
）
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
国
際
社
会
と
の
共
生

に
そ
ぐ
わ
な
い
。
健
全
な
日

本
社
会
を
育
て
る
の
は
公
明

党
の
使
命
だ
」
と
応
じ
た
。

法
務
省
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
県
内
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
１２
年
か
ら
１５
年
９
月

に
か
け
て
４１
件
を
数
え
た
。

こ
れ
に
対
す
る
神
戸
市
の
対

応
は
情
報
取
集
や
啓
発
活
動

に
と
ど
ま
り
、
独
自
の
条
例

案
の
検
討
に
は
「
必
要
性
は

見
い
だ
せ
な
い
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
民
団
兵
庫
本
部

の
金
相
英
事
務
局
長
は
「
議

員
同
士
で
議
論
を
積
み
重
ね

て
、
対
策
法
を
実
行
す
る
た

め
の
条
例
を
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
き
た
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法（
解
消
法
）」

施
行
の
直
後
か
ら
、
神
戸
市
会
へ
条
例
制

定
要
望
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
結

果
、
こ
の
度
、
条
例
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

を
評
価
し
た
い
。

理
念
条
例
で
は
あ
る
が
、
「
不
当
な
差

別
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
意
思
を
、
神
戸

市
会
全
会
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
。
今
回
の
条
例
は
今
後
、
神
戸

市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に

と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
る
は
ず
だ
。

一
方
、
神
戸
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、
兵
庫

県
下
の
他
市
町
に
も
、
条
例
制
定
を
含
め

た
「
差
別
を
許
さ
な
い
」
制
度
と
環
境
づ

く
り
を
、
民
団
兵
庫
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

【
兵
庫
】
兵
庫
で
暮
ら
し

て
い
る
在
日
同
胞
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ジ
ア
系
住
民
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
目

指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
な
ぜ
、

神
戸
に
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
は
な

か
っ
た
の
か
・
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
型
ア
ジ
ア
ン
パ

ー
ク
創
生
に
む
け
て
」
が
１

日
、
神
戸
・
三
宮
で
あ
っ
た
。

在
日
韓
国
商
工
会
議
所
兵
庫

（
趙
�
一
会
長
）
が
主
催
し

た
。立

命
館
大
学
産
業
社
会
学

部
の
原
尻
英
樹
教
授
は
「
多

文
化
共
生
タ
ウ
ン
の
創
造
～

在
日
経
験
と
海
外
コ
リ
ア
ン

の
生
き
方
か
ら
学
び
の
可
能

性
」
と
題
し
て
講
演
。
「
人

と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
多

言
語
多
文
化
共
生
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
が
重
要
」
と
強

調
。
関
西
大
学
商
学
部
の
崔

相
鐵
教
授
は
東
京
・
新
大
久

保
「
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」
に

つ
い
て
問
題
点
や
課
題
を
述

べ
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
登
壇
者
が
神
戸

で
の
多
文
化
共
生
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

（
神
戸
市
中
央
区
）
の
曹
英

生
理
事
長
は
、
「
さ
ま
ざ
ま

な
宗
教
や
文
化
な
ど
、
渾
然

一
体
と
し
て
存
在
す
る
街
が

神
戸
」
と
述
べ
、
共
生
社
会

の
素
地
が
十
分
に
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
。
社
労
士
事
務

所
ア
ジ
ー
ル
の
高
龍
弘
代
表

（
兵
庫
韓
商
戦
略
研
究
特
別

委
員
長
）
は
戦
前
の
神
戸
新

聞
記
事
を
紹
介
し
な
が
ら

「
形
は
違
え
ど
歴
史
的
に
は

在
日
同
胞
が
働
き
、
生
活
す

る
場
と
し
て
の
コ
リ
ア
ン
タ

ウ
ン
は
あ
っ
た
」
と
指
摘
し

た
。

２
０
０
人
が
参
加
。
一
社

韓
商
連
の
朴
義
淳
会
長
、
民

団
兵
庫
本
部
か
ら
李
圭
燮
団

長
が
参
席
し
た
。

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

法
（
解
消
法
）
」
施
行
か
ら

３
年
。
外
国
人
人
権
法
連
絡

会
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の

市
民
団
体
が
５
月
２９
日
、
参

議
院
議
員
会
館
で
院
内
集
会

を
開
き
、
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
改
定
入
管
法
と
絡
め
て

外
国
人
の
人
権
擁
護
や
人
種

差
別
撤
廃
に
向
け
た
支
援
制

度
と
法
整
備
を
訴
え
た
。

安
田
浩
一
さ
ん
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
は
、
川
崎
・
登

戸
で
の
無
差
別
殺
傷
な
ど
の

よ
う
な
凶
悪
事
件
が
起
き
る

た
び
に
ネ
ッ
ト
上
で
「
犯
人

は
外
国
人
に
違
い
な
い
」
と

い
う
憎
悪
に
ま
み
れ
た
デ
マ

が
飛
び
交
い
、
新
定
住
の
外

国
人
が
お
び
え
て
暮
ら
さ
ざ

る
を
え
な
い
現
状
を
嘆
き
な

が
ら
「
こ
れ
が
お
も
て
な
し

の
国
」
と
い
え
る
の
か
と
語

気
を
強
め
た
�
写
真
。

鈴
木
江
理
子
さ
ん
（
国
士

館
大
学
教
授
・
社
会
学
）
は

「
差
別
の
事
実
を
認
め
、
法

律
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
意
義

が
あ
る
」
と
一
定
の
評
価
を

与
え
た
。
一
方
で
啓
発
に
頼

る
「
対
策
法
」
の
限
界
も
指

摘
。
反
人
種
差
別
教
育
、
明

確
な
禁
止
・
制
裁
規
定
が
必

要
と
訴
え
た
。

師
岡
康
子
さ
ん（
弁
護
士
）

も
「
『
対
策
法
』
施
行
か
ら

３
年
経
っ
て
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
と
は
何
か
と
い
う
国
に

よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
な

く
、
解
消
法
で
で
き
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
な

い
」
と
指
摘
。
移
住
労
働
者

の
受
け
入
れ
の
前
に
禁
止
規

定
や
罰
則
を
を
含
め
た
人
種

差
別
撤
廃
基
本
法
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
強
調
し

た
。集

会
に
は
１
５
６
人
が
参

加
。
「
外
国
人
・
人
権
基
本

法
と
人
種
差
別
禁
止
法
」
の

制
定
を
日
本
政
府
に
求
め
る

決
議
案
を
採
択
し
た
。

【
神
奈
川
】
駐
横
浜
総
領

事
館
（
李
明
烈
総
領
事
）
の

新
築
竣
工
か
ら
２５
周
年
を
迎

え
、
記
念
の
式
典
が
５
日
、

同
庁
舎
内
で
あ
っ
た
。冒
頭
、

李
総
領
事
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
「
横
浜
市
内
で
唯
一
の

外
国
公
館
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
地
域
民
間
交
流
の
拡
大
と

在
日
へ
の
支
援
と
い
う
任
務

を
ま
っ
と
う
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

同
公
館
は
６９
年
８
月
、
横

浜
市
山
手
の
一
等
地
に
在
日

１
世
の
愛
国
心
と
情
熱
で
誕

生
し
た
。
李
総
領
事
は
庁
舎

内
に
建
つ
「
記
念
碑
」
の
前

に
立
ち
、
「
限
り
な
い
感
謝

の
祈
り
を
捧
げ
る
の
が
日

課
」
に
な
っ
て
い
る
と
明
か

し
た
。
竣
工
の
後
、
７３
年
に

増
築
さ
れ
９４
年
に
は
韓
国
政

府
の
予
算
で
現
在
の
韓
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
庁
舎
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

李
総
領
事
は
竣
工
当
時
に

「
後
援
会
」
副
会
長
を
務
め

た
李
鍾
大
氏
に
代
わ
り
、
招

待
客
を
代
表
し
て
子
息
の
正

寿
氏
（
６６
）
に
感
謝
状
を
贈

っ
た
。
正
寿
氏
は
駐
横
浜
総

領
事
館
に
つ
い
て
「
在
日
の

団
結
の
証
。
決
し
て
裕
福
で

な
か
っ
た
在
日
１
世
を
突
き

動
か
し
た
の
は
強
烈
な
祖
国

愛
と
同
胞
愛
だ
っ
た
」
と
涙

な
が
ら
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

民
団
の
ほ
か
、
神
奈
川
県

と
横
浜
市
か
ら
議
会
と
行

政
、
日
韓
親
善
協
会
の
関
係

者
ら
約
１
０
０
人
が
参
席
し

た
。

講演する原尻英樹立命館大学教授

【
京
都
】
亀
岡
市
が
４
月

１
日
か
ら
公
共
施
設
で
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
施
行
し

た
。
使
用
制
限
の
要
件
は
次

の
通
り
。

「『
不
当
な
差
別
的
言
動
』

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
客
観

的
な
事
実
に
照
ら
し
、
具
体

的
に
明
ら
か
に
予
測
さ
れ

る
」「『
不
当
な
差
別
的
言
動
』

が
行
わ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
に
よ
る
紛
争
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
警
察
の
警
備
等
に

よ
っ
て
も
な
お
混
乱
を
防
止

で
き
な
い
」
ケ
ー
ス
。
施
設

管
理
者
が
外
部
有
識
者
か
ら

意
見
を
聞
き
、
不
承
認
ま
た

は
不
許
可
と
す
る
。

京
都
府
内
で
の
公
の
施
設

な
ど
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
防
止
の
た
め
の
使
用
手

続
き
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
動
き
は
、
２

０
１
８
年
３
月
の
府
か
ら
始

ま
っ
た
。
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
同
年
６
月
に
は

京
都
市
が
策
定
し
、井
出
町
、

宇
治
市
と
広
が
っ
て
い
っ

た
。亀
岡
市
は
府
内
５
番
目
。

い
ず
れ
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
内
容
そ
の
も
の
（
言
動

要
件
）
の
み
で
も
使
用
制
限

の
判
断
が
で
き
る
「
言
動
要

件
ま
た
は
迷
惑
要
件
」
と
し

て
お
り
、
「
言
動
要
件
か
つ

迷
惑
要
件
」
と
定
め
た
川
崎

市
よ
り
も
対
象
を
よ
り
広
く

と
ら
え
た
内
容
だ
。

【
愛
知
】
２
０
１
９
年
度

愛
知
県
下
各
級
幹
部
セ
ミ
ナ

ー
が
２
日
、
民
団
愛
知
県
本

部
（
朴
茂
安
団
長
）
会
館
で

開
か
れ
、
愛
知
県
下
の
民
団

支
部
・
傘
下
団
体
の
幹
部
ら

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
駐
名
古
屋
総
領
事

館
（
鄭
煥
星
総
領
事
）
主
催

の
次
世
代
民
族
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
の
組
織
幹
部
拡
大

会
議
で
朴
団
長
は
「
新
元
号

の
年
、
新
会
館
で
開
催
で
き

た
こ
と
に
喜
び
で
い
っ
ぱ

い
。
民
間
交
流
、
民
間
レ
ベ

ル
で
の
親
善
を
誘
導
し
て
い

く
の
が
民
団
の
役
割
。
皆
さ

ん
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
行
事
を
企
画
し
、
動
員

に
力
を
入
れ
、
組
織
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

中
央
本
部
の
梁
東
一
監
察

委
員
長
は
「
今
日
は
今
年
度

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
セ
ミ
ナ

ー
。
方
針
完
結
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
ろ
う
」
と
激
励
。
鄭

総
領
事
も
「
愛
知
組
織
の
根

幹
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
皆

さ
ん
が
民
団
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
同
胞
社
会
に
寄
与
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

１９
年
度
活
動
示
達
で
は
、

各
種
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

与
、
次
世
代
育
成
事
業
と
し

て
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
の
継
続

開
催
な
ど
の
ほ
か
、
同
胞
世

帯
訪
問
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
民
団
愛

知
７０
年
史
の
発
刊
は
７
月
ご

ろ
を
目
指
す
。

２
部
の
講
演
会
は
名
城
大

学
外
国
語
学
部
の
呉
大
煥
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
「
日
本

に
住
ん
で
い
る
我
々
が
何
故

祖
国
の
言
葉
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
題
し

て
、
言
葉
の
習
得
方
法
や
効

果
な
ど
を
述
べ
、
「
学
習
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の

よ
う
に
維
持
さ
せ
る
の
か
、

そ
の
環
境
づ
く
り
が
大
事
」

と
強
調
し
た
。

拡
大
幹
部
会
議
で

推
進
事
業
を
協
議

民
団
大
阪
本
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
呉
龍
浩
団
長
）
は
５
月
２４

日
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
韓

国
人
会
館
で
２
０
１
９
年
度

前
半
期
拡
大
会
議
を
開
催
し

た
。呉

団
長
は
持
論
で
も
あ
る

「
支
部
活
性
化
」
「
多
文
化

共
生
」
「
次
世
代
育
成
」
を

あ
ら
た
め
て
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
「
組
織
力
量
の
強
化
・

求
心
力
の
ア
ッ
プ
、
頼
れ
る

民
団
づ
く
り
」を
強
調
。「
同

胞
の
相
互
扶
助
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

協
議
で
は
同
本
部
の
１９
年

度
推
進
事
業
で
も
あ
る
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
！

戸
別
訪
問
運
動
」、「
次
世
代

育
成
事
業
」
、
民
団
収
益
事

業
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
た
。

金
会
長
を
再
選

体
育
会
中
北
総
会

【
愛
知
】
体
育
会
中
北
本

部
（
金
尚
弘
会
長
）
の
第
４６

回
定
期
総
会
が
２
日
、
民
団

愛
知
県

本
部
会

館
で
開

か
れ
、

金
会
長
を
満
場
一
致
で
選
出

し
た
�
写
真
。金
会
長
は「
新

た
な
気
持
ち
で
３
年
間
、
一

層
尽
力
し
て
い
く
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

副
会
長
は
朴
茂
秋
、李
學
、

南
茂
、
徐
美
也
子
、
朴
英
夫

の
各
氏
。
専
務
理
事
は
朴
美

愛
氏
を
再
任
、
常
任
顧
問
は

李
豊
宏
氏
を
推
載
し
た
。

監
事
は
韓
一
星
、
柳
基
幸

の
両
氏
を
満
場
一
致
で
選
出

し
た
。

今
年
度
活
動
方
針
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
や
オ
リ
ニ
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
の
継
続
開
催
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
応
援

な
ど
。

民
団
愛
知
本
部
の
朴
茂
安

団
長
を
は
じ
め
体
育
会
中
央

本
部
の
趙
靖
芳
専
務
理
事
ら

が
あ
い
さ
つ
。
婦
人
会
愛
知

本
部
か
ら
は
李
玉
順
会
長
が

参
席
し
た
。

関
西
本
部
で
も

【
大
阪
】
在
日
本
大
韓
体

育
会
関
西
本
部
（
権
五
雄
会

長
）
の
２
０
１
９
年
度
定
期

総
会
が
８
日
、
大
阪
韓
国
人

会
館
で
開
か
れ
た
。

権
会
長
は
「
会
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
３０
代
、
４０

代
の
人
材
発
掘
に
力
を
入
れ

て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
年
度
活
動
方
針
は
、
ふ
れ

あ
い
体
育
広
場
「
関
西
韓
国

人
体
育
大
会
」
の
各
競
技
大

会
実
施
、
他
地
域
、
各
種
競

技
団
体
と
の
協
力
体
制
強
化

な
ど
。

総
会
に
は
体
育
会
中
央
本

部
の
趙
靖
芳
専
務
理
事
、
民

団
大
阪
本
部
か
ら
鄭
炳
采
副

団
長
、
婦
人
会
大
阪
本
部
か

ら
も
金
秋
江
会
長
が
駆
け
付

け
た
。

あいさつする朴茂安団長

学
徒
義
勇
軍
同
志
会

２
年
ぶ
り
の
総
会

会
長
に
王
正
男
氏

在
日
学
徒
義
勇
軍
同
志
会

（
趙
仁
石
会
長
代
行
）
は
、

６
日
に

挙
行
さ

れ
た
第

６４
回
顕

忠
日
追
念
式
後
に
２
年
振
り

と
な
る
第
５３
回
定
期
総
会
を

韓
国
中
央
会
館
で
開
催
し

た
。
総
会
は
２
０
１
８
年
の

開
催
が
本
来
で
あ
っ
た
が
、

同
年
６
月
に
朴
鳳
�
会
長

（
当
時
）
が
急
逝
。
そ
の
後

も
諸
般
の
事
情
で
先
送
り
と

な
っ
て
い
た
。

総
会
で
は
２
年
間
の
活
動

報
告
・
決
算
報
告
お
よ
び
監

査
報
告
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
役
員
改

選
で
は
、
新
会
長
に
王
正
男

氏
（
写
真
、
京
都
市
在
住
）

が
選
出
さ
れ
、
副
会
長
に
趙

仁
石
氏
（
岡
谷
市
）
と
文
貞

碩
氏
（
名
古
屋
市
）
、
理
事

に
朴
元
相
氏
と
柳
再
萬
氏

（
と
も
に
東
京
都
）
が
選
任

さ
れ
た
。

１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た

韓
国
戦
争
に
志
願
参
戦
し
た

在
日
学
徒
は
６
４
２
人
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
３
５
人
が

戦
死
し
て
い
る
。
一
方
、
生

存
者
の
う
ち
、
２
６
５
人
は

日
本
に
戻
れ
た
も
の
の
、
２

４
２
人
は
韓
国
残
留
を
余
儀

無
く
さ
れ
て
来
た
。

い
ま
も
健
在
な
の
は
在
日

５
人
、
韓
国
側
３
人
の
計
８

人
だ
け
と
な
っ
た
。し
か
し
、

同
志
会
で
は
例
え
１
人
で
も

参
戦
者
が
存
命
で
あ
る
限
り

会
長
と
し
、
会
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
る
。

在日支援と民間交流の拡大を誓う李明烈総領事

本
国
研
修
通
じ
て

団
員
の
親
睦
強
化

民
団
三
重
本
部

【
三
重
】
民
団
三
重
本
部

（
殷
慶
基
団
長
）
は
団
員
を

対
象
と
し
た
２
０
１
９
年
度

本
国
研
修
会
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
３５
人
を
数
え
、
本

国
研
修
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
。

一
行
は
１
日
か
ら
４
日
ま

で
滞
在
。
釜
山
か
ら
安
東
河

回
村
、
大
韓
光
復
団
記
念
公

園
、
栄
州
浮
石
寺
、
ム
ソ
ン

村
な
ど
を
訪
れ
た
。
韓
屋
で

の
宿
泊
体
験
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や

伝
統
方
式
で
の
鶏
肉
の
水
炊

き
で
親
族
を
深
め
た
�
写

真
。
殷
団
長
は
「
本
国
研
修

を
通
じ
て
文
化
や
歴
史
に
触

れ
な
が
ら
、
韓
国
人
と
し
て

の
誇
り
を
も
ち
、
団
員
た
ち

の
親
睦
が
よ
り
深
ま
れ
ば
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

【
兵
庫
】
カ
フ
ェ
で
ワ
イ
ン
を
交
わ
し
な
が

ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
パ
ー
テ
ィ
―
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
！
「
コ
リ
ア
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
兵
庫
～
マ
ン

ナ
ム
～
」
が
７
月
２１
日
、
神
戸
市
中
央
区
で
少

人
数
制
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。

韓
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
男
女
で
あ
れ
ば
国

籍
不
問
。
参
加
費
７
０
０
０
円
（
マ
ン
ナ
ム
会

員
は
６
０
０
０
円
）
。
会
場
は
イ
タ
リ
ア
ン
＆

ワ
イ
ン

ク
レ
イ
ド
。
１７
時
３０
分
開
始
（
受
付

は
１７
時
１５
分
か
ら
）。
７
月
５
日
締
め
切
り
。

問
い
合
わ
せ
は
マ
ン
ナ
ム
（
０
７
８
・
６
４

２
・
６
３
０
３
）。

議
会
の
主
導

全
会
一
致
で
可
決

神戸市が反差別条例
来
春
に
施
行
へ

�
多
文
化
共
生
社
会
へ
一
歩
�民
団
兵
庫

歓
迎
談
話

ヘイトスピーチ対策法施行から３年 人
種
差
別
撤
廃
へ

法
の
整
備
求
め
る
院内集会

進
化
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

公
共
施
設
で
の

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

�
言
動
要
件
�の
み
で
規
制

京
都

府
内
５
自
治
体
に
拡
大

神神戸戸ででブブラライイダダルル７７月月にに
「
マ
ン

ナ
ム
」

参
加
者
を
募
集

福
岡
で
韓
商
連
総
会
開
く

朴
義
淳
会
長
�
地
方
韓
商
設
立
に
期
待
�

在
日
同
胞
の
愛
国
心
称
え
る

駐
横
浜
総
領
事
館

新
築
２５
周
年
式
典

多
文
化
共
生
の
神
戸
へ

兵
庫
韓
商

街
づ
く
り
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

民団愛知

組
織
活
性
化
へ
一
丸
に

新
会
館
で
各
級
幹
部
セ
ミ
ナ
ー

第２９３１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１９年６月１２日（水曜日）（３）
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全全

州州

江江

原原

道道

全全
羅羅
南南
道道
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演奏会

公演

上映会

韓
屋
村
は
９
４
７
棟
あ
る

建
物
の
う
ち
、
お
よ
そ
８
割

の
７
３
５
棟
が
伝
統
家
屋
の

韓
屋
（
棟
数
デ
ー
タ
は
全
州

市
文
化
観
光
・
全
州
韓
屋
村

「
全
州
韓
屋
村
現
況
」
か
ら
）

に
な
る
。

新
た
な
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の

は
韓
服
体
験
だ
。
伝
統
的
な

韓
服
以
外
に
、韓
服
ド
レ
ス
、

カ
ッ
プ
ル
韓
服
、
韓
国
の
開

花
期
当
時
の
レ
ト
ロ
な
洋
服

な
ど
を
短
時
間
レ
ン
タ
ル

し
、
街
を
歩
く
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
韓
屋
村
全
体
が
一
望

で
き
る
の
は
、
小
高
い
丘
の

上
に
あ
る
梧
木
台
。
丘
か
ら

は
韓
屋
村
で
韓
服
を
着
て
記

念
撮
影
す
る
人
た
ち
や
通
り

で
食
べ
物
を
売
っ
て
い
る
店

の
人
々
の
姿
が
よ
く
見
え

る
。

市
民
の
憩
い
の
場
で
近

年
、
人
が
急
増
中
の
完
山
公

園
（
完
山
七
峰
）
は
、
元
々

公
園
近
く
に
住
む
地
元
の
キ

ム
・
ヨ
ン
ソ
プ
さ
ん
が
１
９

７
０
年
代
か
ら
４０
年
以
上
の

間
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
植
え

て
手
入
れ
し
て
き
た
場
所

だ
。さ

ら
に
１
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
全
州
南
部
市
場
の
２

階
に
は
青
年
モ
ー
ル
が
開
設

さ
れ
、
若
者
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
グ
ル
メ
は
、
有

名
な
全
州
ビ
ビ
ン
パ
、
コ
ン

ナ
ム
ル
ク
ッ
パ
以
外
に
、
地

元
の
人
た
ち
が
愛
し
て
や
ま

な
い
「
ム
ル
カ
ル
ビ
」
が
お

勧
め
。
水
の
よ
う
な
ス
ー
プ

で
煮
込
ん
だ
寄
せ
鍋
で
人
気

が
あ
る
。

全
州
の
お
し
ゃ
れ
な
通

り
、
客
理
団
キ
ル
に
は
カ
フ

ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
３０
店
舗
が

あ
り
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す
の

に
最
適
だ
。

江
原
道
は
手
付
か
ず
の
自

然
が
美
し
い
ま
ま
残
っ
て
い

る
。
韓
国
を
代
表
す
る
名
山

の
雪
岳
山
を
は
じ
め
、
ド
ラ

マ
や
映
画
、
Ｃ
Ｍ
に
よ
く
登

場
す
る
南
怡
島
、
関
東
八
景

（
江
原
道
の
東
海
岸
の
景
勝

地
）
の
一
つ
で
あ
る
洛
山
寺

が
あ
る
。

江
陵
を
旅
行
す
る
な
ら
絶

対
に
外
せ
な
い
烏
竹
軒
は
、

母
の
鑑
と
呼
ば
れ
る
申
師
任

堂
と
、
彼
女
の
息
子
で
朝
鮮

朝
時
代
を
代
表
す
る
学
者
で

あ
る
栗
谷
李
珥
が
生
ま
れ
た

生
家
。
烏
竹
軒
か
ら
ほ
ど
近

い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
上
流

階
級
の
伝
統
家
屋
で
あ
る
船

橋
荘
も
訪
ね
て
み
た
い
。

雪
岳
山
近
く
に
あ
る
大
浦

港
は
東
海
岸
で
有
名
な
漁
港

で
、
美
味
し
い
海
産
物
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
川

の
明
洞
タ
ッ
カ
ル
ビ
通
り
で

は
、
約
５０
年
の
歴
史
を
誇
る

春
川
タ
ッ
カ
ル
ビ
を
食
す
こ

と
が
で
き
る
。

江
陵
で
は
、
正
東
津
海
岸

の
レ
ー
ル
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

美
し
い
海
辺
を
み
な
が
ら
の

ん
び
り
過
ご
し
た
い
。

全
羅
南
道
は
飛
行
機
や
電

車
、
バ
ス
を
作
っ
て
旅
す
る

に
は
便
利
な
と
こ
ろ
。
全
羅

南
道
の
務
安
国
際
空
港
を
は

じ
め
、
首
都
ソ
ウ
ル
と
結
ぶ

高
速
鉄
道
も
走
っ
て
い
る
の

で
気
軽
に
利
用
で
き
る
。

お
勧
め
の
場
所
は
、
光
州

松
汀
駅
前
に
あ
る
１
９
１
３

松
汀
駅
市
場
。
従
来
の
市
場

の
概
念
を
打
ち
破
っ
た
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の
市
場
で
、
伝

統
市
場
で
定
番
の
グ
ル
メ
に

加
え
、バ
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ガ
ー
、

紅
参
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
個
性

的
な
グ
ル
メ
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
全
羅
道
の
方
言
で
書
か

れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ノ
ー
ト

な
ど
を
販
売
す
る
記
念
品
店

「
ヨ
ク
ソ
サ
ソ
」
も
市
場
の

人
気
店
だ
。

光
州
で
食
べ
て
お
き
た
い

グ
ル
メ
と
い
え
ば
松
汀
ト
ッ

カ
ル
ビ
。
光
州
松
汀
駅
か
ら

歩
い
て
約
１０
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
光
山
区
庁
の
近
く
に

は
、
光
州
松
汀
洞
ト
ッ
カ
ル

ビ
通
り
が
あ
る
。
ト
ッ
カ
ル

ビ
と
は
、
牛
カ
ル
ビ
肉
を
粗

び
き
に
し
ハ
ン
バ
ー
グ
状
に

成
形
し
て
焼
い
た
料
理
で
、

外
国
人
観
光
客
に
も
食
べ
や

す
い
と
人
気
だ
。

そ
し
て
羅
州
の
お
勧
め
は

コ
ム
タ
ン
。
全
国
に
そ
の
名

が
と
ど
ろ
く
羅
州
コ
ム
タ
ン

は
通
常
の
牛
の
骨
を
使
っ
て

出
汁
を
と
る
や
り
方
と
は
違

い
、
バ
ラ
肉
と
ス
ネ
肉
を
煮

込
み
、
澄
ん
だ
ス
ー
プ
の
あ

っ
さ
り
味
が
自
慢
だ
。

文
化
財
の
羅
州
錦
城
館

は
、
客
舎
と
し
て
使
わ
れ
た

建
物
。羅
州
牧
使
内
衙（
琴
鶴

軒
）
は
、
朝
鮮
朝
時
代
に
羅

州
牧
の
長
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
牧
使
が
住
ん
で
い
た
。
牧

使
内
衙
で
は
宿
泊
も
可
能
。

癒
し
の
旅
に
最
適
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
務

安
。
務
安
邑
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
周
辺
に
あ
る
務
安
テ
ナ

ガ
ダ
コ
通
り
に
は
、
約
３０
軒

の
店
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、

テ
ナ
ガ
ダ
コ
の
刺
身
和
え
や

鍋
、
テ
ナ
ガ
ダ
コ
の
ビ
ビ
ン

パ
、
牛
カ
ル
ビ
と
テ
ナ
ガ
ダ

コ
を
贅
沢
に
使
っ
た
全
羅
南

道
霊
岩
郡
の
郷
土
料
理
、
カ

ル
ナ
ク
タ
ン
な
ど
、
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
。

海
が
好
き
な
方
に
は
ト
ン

モ
リ
海
水
浴
場
や
白
い
蓮
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
務
安
回
山

城
蓮
池
が
あ
る
。

伝統家屋が並ぶ全州韓屋村

韓
国
文
化
の
今
が
一
堂
に
会

す
イ
ベ
ン
ト
、
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
が
、

５
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
３

日
間
、
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ
国

際
展
示
場
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
と
は
、
Ｋ
―
Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
意
味
。
Ｃ
Ｊ

Ｅ

Ｎ
Ｍ
株
式
会
社
が
２
０
１
２
年

か
ら
世
界
各
地
で
開
催
し
、
日

本
で
は
５
回
目
を
迎
え
た
。

毎
年
ず
っ
と
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
を
取

材
し
て
き
た
が
、
今
回
は
大
き

な
転
機
に
気
づ
い
た
年
だ
っ

た
。
そ
の
一
つ
が
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の
変
化
だ
。
ま

ず
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
会
場
に
踏

み
入
れ
て
感
じ
た
の
は
、
「
広

い
！
」
「
若
い
！
」
と
い
う
こ

と
。
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
音
楽
、

フ
ー
ド
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
ブ
ー
ス
が
並

ぶ
ス
ペ
ー
ス
が
、
昨
年
の
１
・

５
倍
に
広
が
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
こ
に
集
う
人
た
ち
は
１０
代

と
２０
代
の
女
子
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
視
線
の

先
に
い
る
の
は
、
日
韓
ガ
ー
ル

ズ
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｚ
＊
Ｏ
Ｎ
Ｅ

や
、
力
強
い
ダ
ン
ス
で
魅
せ
る

ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
チ
ョ
ン

ハ
だ
。
「
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ｉ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
」
と
題
し
た
特
設
エ
リ
ア

に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
旬

の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が

登
壇
。
ト
レ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
彼
女
た
ち
の
お
気
に
入
り

コ
ス
メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

に
つ
い
て
、
ト
ー
ク
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
描
か
れ
た
コ
ス
メ
の
ブ

ー
ス
に
も
女
の
子
た
ち
の
行
列

が
。
気
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
実
写
の
ド
ラ
マ
を
ア

ニ
メ
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商
品

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
韓
国
の
超

若
手
ア
イ
ド
ル
た
ち
を
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
た
、
高
校
を
舞
台

に
し
た
ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ
で
、
地

上
派
で
は
放
送
し
て
い
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
い

つ
も
見
て
い
ま
す
」
と
、
群
馬

県
か
ら
来
た
女
子
高
生（
１６
歳
）

は
ニ
ッ
コ
リ
。
韓
国
の
エ
ン
タ

メ
が
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
通

じ
て
広
ま
り
、
そ
れ
を
日
本
の

１０
代
の
子
た
ち
が
い
ち
早
く
キ

ャ
ッ
チ
し
て
い
る
の
だ
。

ト
レ
ン
ド
を
求
め
て
Ｋ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
に
来
る
の
は
、
ブ
ー
ス
の
出

展
者
側
も
同
様
だ
。

「
昨
年
の
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
を
き
っ

か
け
に
、
新
し
い
本
が
生
ま
れ

ま
し
た
」
と
明
か
す
の
は
、
出

版
社
ク
オ
ン
の
金
承
福
代
表

だ
。「『
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
き
っ
か

け
で
韓
国
語
を
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
け
ど
、
文
学
に
は
ま
だ

な
じ
み
が
な
い
』
と
い
う
声
が

多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
韓
両

国
の
言
葉
で
気
軽
に
読
め
る
シ

リ
ー
ズ
を
作
っ
た
ん
で
す
」と
、

「
文
学
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」

を
手
に
取
っ
て
見
せ
た
。

ま
た
、
ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定

協
会
事
務
局
の
鄭
誠
根
さ
ん

は
、
「
ハ
ン
グ
ル
で
文
章
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
中
高
生
が
多

い
こ
と
に
驚
い
た
」
と
言
う
。

会
場
の
一
角
に
あ
っ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

く
壁
が
、
ハ
ン
グ
ル
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

「
ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
も
若

い
世
代
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」Ｋ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
も
う
一
つ
の
目

玉
で
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
、
公
園
少
女
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
な
ど
日
本
人
を

擁
す
る
グ
ル
ー
プ
も
多
数
登

場
。
日
韓
の
メ
ン
バ
ー
が
と
も

に
歌
い
、
そ
れ
に
熱
狂
す
る
若

者
た
ち
を
見
な
が
ら
、
日
韓
両

国
の
文
化
の
垣
根
が
ま
す
ま
す

低
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
肌

で
感
じ
た
３
日
間
だ
っ
た
。

「冬のソナタ」のロケ地で知られる南怡島

初
夏
に
向
け
て
韓
国
旅
行
を
計
画
す
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
国
に
は
、
街
の
特
徴
を
生
か

し
た
観
光
地
、
お
勧
め
の
グ
ル
メ
や
地
元
の
人
た
ち
に

愛
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
全
羅
北
道
全
州
、
江
原

道
、
全
羅
南
道
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。（
写

真
提
供
�
韓
国
観
光
公
社
、
詳
細
は
同
社
Ｈ
Ｐ
）

日韓合同グループＩＺ＊ＯＮＥ
も登場（写真上）。３日間で過去最
大規模の８万８０００人を動員した

�
全
州
ビ
ビ
ン
パ

�
春
川
タ
ッ
カ
ル
ビ

個性的なグルメを味わえる１９１３松汀駅市場

韓
国
食
文
化
交
流
教
室

「
韓
国
総
領
事
館
シ
ェ
フ
と

一
緒
に
作
る
韓
国
料
理

１
」

が
５
月
３１
日
、
潮
芦
屋
交
流

セ
ン
タ
ー（
兵
庫
・
芦
屋
市
）

で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
日
本

人
ら
２４
人
が
参
加
し
た
。
駐

神
戸
韓
国
総
領
事
館
（
朴
起

準
総
領
事
）
、
兵
庫
県
国
際

交
流
協
会
、
兵
庫
県
の
三
団

体
主
催
で
、
地
域
の
食
材
を

使
っ
て
の
開
催
は
初
め
て
。

初
め
に
、
同
領
事
館
の
シ

ェ
フ
・
柳
元
在
さ
ん
が
、
韓

食
の
定
義
や
特
徴
、
種
類
に

つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
、
調

理
室
に
移
動
。
各
６
人
４
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
、
兵
庫

県
明
石
市
の
特
産
品
明
石
ダ

コ
を
使
っ
た
「
タ
コ
チ
ャ
プ

チ
ェ
」
と
「
タ
コ
ポ
ッ
ク
ン

（
タ
コ
炒
め
）
」
の
２
品
に

挑
戦
し
た
。柳
シ
ェ
フ
は「
明

石
ダ
コ
は
、
弾
力
が
あ
り
韓

国
料
理
に
適
し
て
い
る
」
と

話
し
な
が
ら
、
材
料
の
切
り

方
や
味
付
け
な
ど
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
り
指
導
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
熱
心
に
柳
シ
ェ
フ

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
調

理
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

出
来
上
が
っ
た
料
理
に
「
美

味
し
そ
う
」
と
満
足
気
な
表

情
で
試
食
し
た
。

朴
総
領
事
は
「
韓
日
両
国

の
相
互
理
解
、
友
好
の
た
め

に
食
文
化
の
交
流
は
重
要
な

役
割
。
美
味
し
く
味
わ
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期

待
を
込
め
た
。
同
交
流
教
室

は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

神戸韓国総領事館シェフの
柳元在さん（中央）が指導

韓
服
体
験
に

１３
人
が
参
加

一
般
社
団
法
人
韓
服
普
及

協
会
主
催
「
第
５
回
大
学
生

に
よ
る
韓
国
民
族
衣
装
【
韓

服
】
を
自
分
で
着
て
み
よ
う

体
験
」
が
５
月
２９
日
、
東
京

・
新
宿
区
の
韓
国
文
化
院
で

開
か
れ
た
。
今
年
は
中
国
、

台
湾
を
含
む
３
カ
国
の
大
学

生
１３
人
（
う
ち
男
性
一
人
）

が
参
加
し
た
。

同
会
代
表
理
事
の
李
香
順

か
ら
韓
服
の
説
明
と

着
付
け
を
学
ん
だ
参

加
者
た
ち
は
、
お
気

に
入
り
の
韓
服
１
着

を
選
ん
で
試
着
し

た
。李

香
順
さ
ん
の
指

導
に
よ
る
礼
節
体
験

後
に
は
、
参
加
者
全

員
が
韓
国
庭
園
に
出

て
、
自
由
撮
影
を
楽

し
ん
だ
。

今
回
は
チ
ャ
プ
カ
ピ
ョ
ン
ポ
ッ

と
言
っ
て
、餅
米
粉
の
お
餅
で
す
。

材
料
は
、
干
し
柿
、
栗
、
な
つ
め
、

松
の
実
、
そ
し
て
ハ
チ
ミ
ツ
を
使

い
ま
す
。
現
代
も
こ
れ
ら
の
具
材

は
安
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
朝
鮮
朝
時
代
は
と
て

も
贅
沢
品
で
し
た
。

す
べ
て
の
具
材
を
み
じ
ん
切
り
に

し
、
餅
米
粉
を
固
め
に
水
で
練
っ
て
、

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
茹
で
て

か
ら
ハ
チ
ミ
ツ
に
く
ぐ
ら
せ
て
、
み
じ

ん
切
り
に
し
た
具
材
を
ま
ぶ
し
て
出
来

上
が
り
で
す
。
と
て
も
簡
単
で
す
。

皆
さ
ん
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く

と
、
第
一
声
が
「
す
ご
く
美
味
し
い
」

で
す
。
不
思
議
な
の
は
私
の
知
っ
て
い

る
限
り
、
こ
の
料
理
は
現
代
に
伝
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
チ
ャ
プ
カ
ピ

ョ
ン
ポ
ッ
の
書
か
れ
た『
飲
食
知
味
方
』

の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
韓
国
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
本
書
は
約
６０

年
前
に
原
書
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
韓
国
料
理
以
上

の
事
柄
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。私

自
身
、
韓
国
料
理
を
作
る
う
え
で

疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
本
書
の

料
理
を
勉
強
し
た
お
か
げ
で
多
く
の
謎

が
解
け
ま
し
た
。
料
理
人
と
し
て
、
こ

の
料
理
書
に
出
会
え
た
こ
と
は
本
当
に

幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

◇材料（４人分）

もち米粉２カップ、塩３

g、お湯大さじ３、ハチ

ミツ大さじ２、松の実２０

g、干し柿２個、茹でて

皮をむいた栗７個、ナツ

メ１０個

◇つくり方

１．干し柿、栗、ナツメを

細かくみじん切りにし

て混ぜ合せておく。

２．もち米粉をふるいにか

けて塩を入れて混ぜ、

お湯で練り、均等な大

きさに切り分け丸くす

る。

３．沸騰したお湯に
２を入

れて茹で浮いてきたら

４０秒程度してから、冷

たい水で粗熱を取り、

ザルで水気をきる。

４．
３にハチミツを塗った

らザルにのせて余分な

ハチミツをおとし
１を

まぶして、松の実を上

にのせて出来上がり。

◆第６回韓国芸術綜合学校
＆東京芸術大学交流演奏会
２０１９ ｉｎ 東京芸大「日
韓の俊英なピアニストによ
る華麗な競演」

２２日。１４時開演。東京芸
術大学奏楽堂（大学構内）。
入場無料。

毎年、開催地を交代して
開催されている。今回は、
両校合わせて８人の若いピ
アニストが登場する。

問い合わせは東京芸術大
学音楽学部器楽科ピアノ専
攻（０５０・５５２５・２３３１）。

◆安聖民パンソリ「興甫歌」
完唱公演

２９日。１４時開演。吹田市
文化会館メインシアター中
ホール（大阪）。前売り４００
０円、当日４５００円。チケッ
トはＦＡＸ、チケット購入
フォームで申し込み。

安さんは大阪・生野区を

拠点に活躍している在日３
世。２０１６年に韓国の重要無
形文化財第５号パンソリ
「水宮歌」の履修者に在日
で初めて正式認定された。

問い合わせは「興甫歌」
公演実行委員会（０６・６７１１・
７６０２）コリアＮＧＯセンタ
ー内。

◆韓国映画企画上映会
７月１０日。１５時（昼の部）、

１９時（夜の部）。韓国文化院
（東京・
新宿区）。
夜 の 部
は、事前
に同院ホ
ームペー

ジから申し込み。各回３００
人。６月３０日締切。当選者
に７月３日までに確認書を
メールする。

ユン・ガウン監督の「わ
たしたち」（写真）上映。
出演はチョ・スイン、ソル
・へインほか。問い合わせ
は同院（０３・３３５７・５９７０）。

ＫＣＯＮ 若さが圧倒

１０代、２０代の女子たち

日韓の垣根さらに低く

贅
沢
な
具
材
の
お
餅

チチ
ャャ
ププ
カカ
ピピ
ョョ
ンン
ポポ
ッッ

初夏の韓国 旅への誘い
憩
う
、味
わ
う
癒
し
の
ス
ポ
�
ト

総
領
事
館
シ
�
フ
と
一
緒
に

韓
国
料
理
を
楽
し
む
兵庫

時時
のの
かか
がが
みみ

桑桑
畑畑

優優
香香
（（
ララ
イイ
タタ
ーー
・・
翻翻
訳訳
家家
））

（４）２０１９年６月１２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）
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